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生縣の正量取引
附澱照脚攣化にイ孚ふ蜥含水量硬化

㌧　　　　　　　　　　　大　塚　重　藏

　　生綜0）」環1諏引に鯛する法案は第五十一一一一議曾に於て貴衆雨院を通過し、愈々

　來年一月一日かぢ實施せらるsこごsなつた。抑々坐綜の正量取引ミは牛綜を

無水澱にまで乾燥し、是に公定水分率である世界共通の一割一渉の水分量を加

　へ九ものを云ふのであつて、此の瀧目により取引するこざを正郵：取引S云ふの

　である。

　　　　　　　　．生綜正量取引問題の起源

　　此の問題は以前より種々考究せられ、大正六年慧綜業同業組合中央會第コ回

総會に於て鍛急務たるこSSして講決せられ、夏に大正九露五月米國絹業協會

　長チニー氏一行の來朝の際に日本絹業協會席上に於て・叉先年來朝せる第二回

米國絹業團ゴkルドスミス氏一行ミの協議會席ヒ等に於て種々協議せられ、政

　府當局も正量取引實行0）方針を以つて正量検査の設鮪を発成すべき省議を決し

焦綜検査所の一一大籏張を断行するに至り、爾剥1戸市に於ても是が検査に慮する

　爲市立盤綜楡査所の狼張を行ふこEになり、愈々來る大正十六年一月一日を以

　つて實施期ミ決定せられたのである。

　　　　　　　　　正量取引の必要なる所以

　　生縣はよく水分を吸牧し又よく放散するの性に富むものであるこざは公知の

　如くであつて、紹艘乾燥氣申に非ざる限り無水ナニるこsを得ないものである。

是蝶緬に無数の孔巌を有するを以つてであつて・其含水∫灘温度灘度及氣慶
■

　等の關係によりて著しき差を生するが故に生紳の重量常に一定ならす、從つて

　贔が齎買上損盆を來すこミ妙からす、高慣なる慣楕のもci；に水分の資買を敢て

　するこミも紗くないのであるo

　　此所を以つて其含有水分鹸の楡甕を，行ひ・先づ之が純量（無水量）聖求め是
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階通塞氣中に於て吸牧するフk分の一廻il：を加へて費買爾醐o）耳矧を圓満な

らしむる0）必要がある。

　　　　　　　　公定水分…華

　と1三綜の公定水分攣は佛國に於て制定せられtc　（，のであつて、匹1暦1831年（我

天保二年）佛國里昂商業會議所はξ1三綜の水分を検査して、商業Lに懸用する0）

必要を認め、如側なる方法を探用すべきかの諮問を嚢したるに鋤し、タラボー

氏は卒常商家の取扱ふ生縣は概して十分の一以上の水分を含有・怖も0）であつ

’t－、生綜の水分定最を十分の一一・　S定め是を無水生綜の蹴円に加ふべきものであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lるご獲表したこミに端を機し、其後同商業曾議所は1833年（天保四年）委員を

墨けて是が調査をなし、更に1836年（天保六年）特別i委員會を組織しガモー民

及v・一一ルト氏・タラボー氏等種々研多讐をなし、政府は羅辮業關係者及商業會

議所の意見を諮間し、結局生綜を乾燥1．て撫永量を求め、是に其百分の十一邸

ち「一割一分」を加へたるものを以つて正最電す・るこNSに決められたのである。

是現今實施せる公定水分傘であつて、1841年（天保十二年）四月勅令を以つ

て定めbl司年十二二月より實施せらるSこE－．Sなつた。

因に各種繊維の公定水分傘な

　　獄　　綜　　11％

　　E　　綜　　17％

　　綿　　懸　　8，5％

　　備ll　　　　綜　　　　12％

　　1人邉網綜　　11％　（未定なるも大膿獄瀞ε岡様に取扱はる）

公定水分拳に關する附言

総て繊維の含有する水分は其品質に多大なる關係を及すものであつて、鹸り

に水分僅少なるも0）も、叉鯨りに過多なるものも、共に品質を害するものであ

る・故に品位保全」繭當なる紛の存鶴るは明かなる謡であC），　－1，i．人楓

之を知らなければならない。撚しながら此試験は甚だ園難にしτ、其嚢表せら

れたるを知らないのであるr／
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　蝕に於て嘗て生緯iE量取引の論言尋舞せられたる時に或ゐ論者は、一腸今日公硲

せられる公定水分率の一一割一分なるものは佛國に於て制定せられナこもので、彼

の地の氣儂風t：より普通レン河岸の生1孫は無水量に一割一分1立の水分含有せし

を以つて之が制霊の根櫨霊したるも0ハ如くボ是を蔵1こ木邦生縣に適用すゐこ

ミは果して安當なるや否や、本邦に於て正景取引を實行せんSするには先づ先

決問題Sして此方面より研究せなければならないε提穗する脅もあつたが、吾

入も此設には極めて共鳴するも0）Jである。

　是れ一に公定水分肇なるものを氣候風土、從來σ）成績等より制定せんsJする

拙なる方法から來た鐙鎌であつて、繭述0）如く公定水分摩1よ品質上より制定せ

なければならぬ所以であるa然し之は理想であつて、豪だ墨術的に之が水分率

獲見せられざる以上、世界公認の此水分牽を是認するより外致し方がないであ

らう。

正量樵査の方法

　　　　　（一）　原　量，検　査

　生綜一梱若しくは一一・一俵の縮全量を大天秤を以づで秤り，、附旙物である金有袋

括綜、帯紙、包紙・商標等を秤量し、風袋最Sして其総全量より引去り総漂量

ざす。

　但し金布袋を除いた附燭物は一括分の婿均を以つτ換勢：卸出するのである。

　　　　　（二）　水　分　槍　査

　雄綜…梱若しくは一俵申より糖六本（大iE十六年一月以後は八本）・を誠きS

り、之を二臓に別ち俗々其蜀量を秤り総を解いて三本宛（大正十六年同月以後

は四木）乾燥器内に牧黍し欝民百三十慶を回的霊し凡そ三十分闇放置し、充分

水分を蒸襲せしめたる後、餐々別々に水分最の百分比例を求め、其差0・5以下

なる時は之を李均し、其差0．5以上なる時は更に三本（大正卜六年一月以後は

西本）を電り前の如く乾燥し・三匠の李均を求め供試綜の原量及無水董を基礎

Sし一闇或ひは一俵の無水彙を換算し、是に公建水分量を加へ正量を求める0）

である。
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　式示すれば

　　　　　　撫水恥轟轟轟・鰍纏水量

　　　　　　正量＝　緬無水量十（維無水量×O・11）＝総無彙×1」1

　　　　　（三）正量の定め方に關する規定　（大正十六牢一月より實施）

　A　荷口歪部の生綜に新し各表旬に総重量を秤量し・各俵の各重鹸中より其e

風袋景を控除して各俵の原量を定む。

　B　荷口の五分の二（端敷は四捨五入）に相當する俵撒の生綜につき水分槍

査を行ふ。

　○　水分検査一俵に付十二本の供試綜を異なれる括より殻き取り、之を各同

撒の三匠に別ち・其内二塵の料綜を乾燥して之を爲し二薩の水分摩を亭均して

此の俵の水分傘を定む、批の揚合に於τ二圃の水分寧に一千分の五以上の差あ

る時は他の謡輝め水分傘を求め三腿の水分摩の軍均を以て其の俵の水分率霊す’

　D　各俵の水分傘を軍均して其荷口の水分傘を定む、此の揚合に於て各俵の

水分率申其最多きもの言、最砂きものSに百分の一以上の差ある時は其荷口の

十分の一（端藪は之を切上け）に相當する他の俵の水分傘を求め、之を加算峯

均したるものを以て其荷口の水分傘霊す。

　E　荷bの永分傘を標tw　KSして各俵の原漿より箕出したる谷俵の無水量に其

百分の十一σ）水分量を加算しfるものを以て各俵の正量霊す。

　F　検査請求者の申請ありたる時は生懸検査所長は水分検査を爲すべき生懸

0〕俵敷又は供試料赫の本数を喰加する事を得る事。

含水董に關する商習慣

　生綜の丞分牽は各國共万國公定水分牽に鎌れるは勿論であるが、商取引上に

於ける水分寧は其他の氣候風ニヒ及び種々なる事情によりて各國共幾分異なるも

のがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嫁
　歓州各國に於ける簾綜市揚にては総て正量取引を以つて蜜買行はれ、米國に

ては駄州生綜は正鐙により、亜細亜生綜は原量取引である、邸ち本邦生懸、支

那器械生懸は紐育にて検査しfcる正量に其二分を加へたるもの、ヌは實際の璽
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量若しくは仕切書の璽量を以つて取引せられるのである。而して本邦市揚の取

引は來る一輔月一日から規則改正せられ、鍮出生縣の受授はすべて正量を塊つて

するこミになつfeのであるがb現今は明治三十三年に内外生赫貿易商聞に協定

せられたもので・正舐に原量の二分を加ヘナこるものを以つでするσ）である。

　邸ち水邦市揚に於ては含水量が正量ざ原量ごの差の原量に謝する割合が2％
ゆ　　　　　　　　　　　　　h

迄（無水量に鋤する13．27％、原景に封する11．71％）は原爺：の儘取引せられる

のである。

　　　　　　　　　水　　分　　傘

　水分を合有する害ll合を原量に封する百分比例で表したもので式示すればb

　　　　　　水脚艦・1・・一欝」曙鋤1・・

　　　　　公　定　水　分傘

　是は前述の如く無水i慰二謝する1t％であつて原蟄に郵する9・91％である。

　　　　　制限取引量の限界

　前掲の如く原彙ミ正最霊の差の原量に封する割合が2％迄であつて、式示す

れば、

　　　　　　鰍備の囎噸燈述翻・・2

　此揚合に於ける水分率は原量に覇する11．17％、無フX量に謝する13．27％であ1

るo

　　　　　賠　　　償　　　寧

　前述の如く制限取引量の1興界は減量歩合2％以上の揚合であつて滅最渉合よ

り2％を差引たるものは賠償傘である。式示すれば、

賠榊城麟一・一媛早一黒・1・。一・

　　　　　陪　償　　金　額

　萱込金額即ち生綜の取引藪量に建値を剰じたるものに朗記賠償傘を鋼じたも

のであつて式示すれば、

　　　　賠償金額二取引生懸の数景×建値×賠償摩＝賞込金額X賠償牽
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炉　x一榊一一一F　　　　　　　　　　　　－nv’一－m一’｝umT－T－一一一　　　　　　　　　　　・一一一一一一一一一．＿＿＿甲r＿＿＿　　　　　　．＿、

水分率に關する諸敷字及計算式

＿　 一一

@［璽樹・・水騨1原聾封・・紛傘

正　　　　　　　　量

取引の限界tg（口本）

取引の限界澱　（米國〉

　11％

13、27％

13・22％

9・91％

1L71％

1L68％

（1）正　　　　量

　　A　無水量二勤スル　　　　］1％

　　B原量二封スル　　9．91％

　　　　鉾　　　式

　　　　　　11三量＝　原・量

　　　　　　鯨彙×川翻酬一麟　肩・匡糧r讐…一・代入

　　　　　　辮一震飾水鑑・1Q・一聚量一畢・1・・

　　　　　　　　　一膿斐111i｝）・1。・－211　＝＝・…9

　　　　　　　　　．’．　　9，91％

（2）　臼木二於クル取引ノ限界量ユ謝スル含水牽　　・1

　　　　　　（1E量ト原量｝・ノ差原塞講ノ2塁…迄、

　A無水量二凱スル　　13．26％
　　　　鈴　’』式

　　　　　　原暴一正燈＝0．02
　　　　　　原　　　愛

　　　　　　誰雛賠無繍上姻馬入

獺薫欝㌻欝×ML・職吻
無糧×x＋無水量一無水量×1・11・O・02×無繊×x＋。．02×無水量

x×O・98×無水量＝013×無水最

・一一U：…13265　　　　　・
・　∴　　13．27％
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　　　B原量二封スル　　　11．，71％

　　　　　弊　　　式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛覧
　　　　　　　原量一1蹴：騙0，Q2
　　　　　　　原　　　量

　　　　　　　短貴＝無水黛×L11…・…・・…ヲ代入

　　・　　　　原帰一無水羅×L11＝0．02
　　　　　　　　原　　　　　　量

　　　　　　・・㈹一盤r警12纒翫原警1°’98…一…ヲ代入

d， ﾆ選詳撃・…』li審98×…司一

　　　　　　。・．　　11．71％

（3）米國二於ケル取引ノ限界景二凱スル含水傘

　　　　　　　（］三量ト房ご量1・ノ差JE量ノ2歩合）

　　　A無水景二樹スル　　　13・22％

　　　　　算　　　式

　　　　　　　」璽華≧一正量　＝0．02

　　　　　　　　正　　　量

　　　　　　　騒：無縁数1‡無総｝斌・代入

　　　　　　　遮楓×・＋無繍一無糧×1・11－0．02攣形シテ
　　　　　　　　　　　　無水量’×M1

・　．　　　　　無水壁×x十無水彙一無水量x1・11　＝t　O・02×無水量×i・11

　　　　　　　x十1－L11＝＝O，0222

　　　　　　　x＝＝O．0222十〇，11＝O．1322

　　　　　　　．・．　　13．22％

　　　B原量噛｝スル　　　、11・6S％

　1
　　　　　算　　　式

　　　　　　　一璽母一正量一＝　o．02　　　’　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　iE　　　鷺

　　　　　　　正澱ロ無水量×’L11　、上式昌代入

　　　　　　　　蝉罧麟警1川弍・2攣形・テ　』

　　　　　　　原：践宏一諏套水」墜ヒ×1．11：＝0。0222×4無水量　　　　　　　　　　　　　　　　、　’
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頓量＝L1322×無水蚤

紛傘一嬰一無繋・1。・－1’111揚幾凝鱒・…

篇無水m’×（1・正322－D×！。O　。。0・1322×100＝11，676

　　無水彙×1．1322　　　　　　1．1322

．㌔　　11・68％

　　　附　一・、温度及灘度の愛化に律ふ生綜含水鷺の遜化

　姫綜の含水澱なるものは前項に蓮ベナこゐ如く種々の條件に支配せられる0）で

あるが、最も鏡敏に表れるものは貯藏揚所の灘度の如伺である。

　今温度及灘度の如何にょり含水量に如何なる攣化を輿へるかにつき試験せる　’

成績を示す。　　　h

　　　　供　試　　生　綜

　品位検査の残綜14申　黄繭綜二紹、白繭綜二紹

　　　　試　瞼　　方　法

　前記の生綜四紹0）含水童を李均せしむる爲、二議夜間陶一揚所に総を角弔きて

放置し、各四紹の原最を求め蟹き其内の黄繭綜一紹、白繭綜一総をざり・之を

乾燥して無水量を知り、之を推して乾燥に供せざる他の白繭綜及黄繭綜の無水

量を推鋒するげ

かくて4甲此紳o洞方を調査する時1よ含水量o慶化を求むるこsを得る・

前記乾燥に供せざる白繭綜一紹、黄繭綜一総を昨年七月より本年一月に到る

七ケ月間慰日午後二時に目方を計つて」考時の温漁度ご含水傘を求めて観く。

次表は繭認の如くして得たる各温漁度に封する含永率を當該温度及灘度に針

するものを集め之をZド均．して求めたものである。

然して温度灘度五十度ミ云ふは四十八度乃至五十二度、五｛幽五度霊云ふは五

十三度乃至五十七度0う間に含まれる（其他の温灘度の揚合も同襟）もの上牟均

である。　　　1　　へ．

各温漁度に於ける生赫含水傘表（封原量）

　　　　白’　繭　　綜　　（14中）
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壷凱璽江』・劇65劇・・劇75慶1・。副・5劇・・度

50％

55％

60％

65％

70％

75％

80％

85％

9，95

10．02

10．13

9．51

9，82

10．13

10．24

10．42

1。．71i1。，98

　　　　1L12

9．86

10．03

】0．24

1047

9；92

10．05

10．36

1067

IO．09

10．17

10．57

10．77

11，15

11．54

11．99

9．83

10．03

10。27

10．46

1LO　1

9．52

9，82

1Q．07

10．40

10、90

9，02

9，30

9．46

9，64

・各温灘度に於ける生ヲ孫含水華　（i封厘欝）

　　　　黄　　繭　　綜　　（14申）

墨灘氏L．－ll・度1・・度165劇・・度1・・劇・・劇・5劇・・度

50％

55％

60％

65％

70％

75％

80％

85％

IO，17

10。25

1036

9，57

9．85

10．19

10，53

10，63

．02 10．05 1Q．03 9．64 9．4

，09 10．13 10．28 10」0 9．8

．30 10．44 10．70 玉o．31 IO．0

．65 10．68 10．96 10．55 10．3

，96 1Lo！1 1136 11」5 1LO

11．28 1L76

12．02

9．10

9．21

9．62

9、87

　師ち大｛撒黒度に比例してj曾加するこεが判るt

　右表に依れば正量錨である9・91％（無水最に鋤する11％）の水分は灘度五十

五度乃至六十度の揚合である。

　叉水分黍は漁度の檜加に伸つて」曾加するのみならす肉一漁度に於ては盗度の

異るにつれ幾分含水寧を異にし、大｛擾に於て温皮七十五度以下の揚合は温度の

昇るに從ひ水郷翻しそれ以」z｝こ於ては澱詠なる職脚つて紛率轍
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少するものであるo

　前表の温漁度に伶ふ含水傘の攣化が幾分規則正しさを映くは急激なる温灘度

0）愛化があつた揚合に未だ其温度及辮i度に謝する含水量を表さない揚合に秤量

するこごがあるからであるミ思はれる。

　　　　　含水量の多勢霊嬢綜晶位ざの關係

　此事は現今各か面について研究せられつsある問題であつて、生綜こしては

何％位を含水せる揚合が最適當であるかは不明であるが、含水量多き生綜は色

爆を痩じ縮み綜言なり、或は悪奥を放ち時に徽を生するものである。斯くの如

き雄綜は漸…次乾燥するに從ひ綜條固著し、再繰に當り切脚を多からしめ、多最

0）屑綜を生する琶同時に経費の塘大を來すものである。

　叉之に反し水分少なければ生綜の伸長力を減ぴ甚しきに至つては縮み糸霊

なり或は電氣を獲生し塵埃等を吸著し染色を妨ぐるこNSも少くない。

　故に生綜は適當に乾燥を施し、綜縷の抱合を均一ならしめ色澤、手鯛及彊力

強力、紳度等を全からしむる纂に努めなければならないのである。

　水分の多い生綜は伸畏力を助くるを以つて生綜揚返に際して捺りたる繊度綜

は乾燥せる綜條より繰取りたるものに比して常に短い。爲に其適度を誤るは往

々見受ける所である。故に供試繊度綜の紳縮及乾灘に鑑み其適度を誤らざる標

詫意するこSが必要である。

附二、絹一の名樗
EI　　　　　　　　　　　　　　　　本　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　1（inu

朝　　　　　鰭　　　　　　Sii’

支　那、　Soe，　S猟
蒙　　　　　古　　　　　　　Silkek

爾　　　　藏　　　　　　Ser

　　　　　　　　　t波　　　　　斯　　　　　　　Soran9

虚　刺　比　諾l　　　　　　Seragat

土　　耳　　古　　　　　　　　sεLri
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　　　　　　　ヘブライ　　　Sherik紬h

　　　　　　　デルメニヤ　　　　（】her蹴

　　　　　　　希　　　　　臓　　　　　　　SeyikO11

　　　　　　　拉　　　　　　典　　　　　　　　Sericum

　　　　　　　伊　　太　’利　　　　　　　s碗a

　　　　　　　佛　　蘭　　西　　　、　　　Soie

　　　　　　　≧1蜀　　　　　　　　　　　　 逸　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Seide

　　　　　　　＄口　　　蘭　　　」テ占｝　　り匙し　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sillce

　　　　　　　露　　酉　　正臣　　　　　　　（，helk

　　　　　　　アンクル．サクソン　　　　 Sel）le

　　　　　　　英　　吉　　利　　　　　　　Sillξ

　　　　　　　弩1重　　　米　　　牙ミIJ　　　カ‘l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Si】lc

供試材料探繹上に於けろ正確

度の研究

齋　藤　菊　雄

　　　　　　　　第一一一章　　緒　　　言

從來麗桑に關する試験研究申には、撒回乃至教口のZl：均値を以て其0）成績脅

表す統計的性質を帯くごるもの多し。然るに統計作業は大量事象を取扱ふ研究な

るを以て、僅少の材料にては其の目的を充分満足せしむるこミ困難なるは言を

侯ナニざるなりo

　特に鷲桑研究にして獄兄の飼育を基礎霊せる研究にありては試鹸申人爲的に

避け難き種々の事情に遭遇し試瞼の完全な期するこ虐客易ならざる揚合砂から

ざるを以て正確を期せしめんには勢ひ反覆綾行し其の亭均値に挨たざるべから

すb


